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東京都市圏における地下水・地下温度環境変化 －都市化による地下温
度の上昇

Change in groundwater and subsurface thermal environment in the
Tokyo metropolitan area
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東京都および周辺地域を含む東京都市圏おいて，ヒートアイランド現象のような都市特有の環境
変化が，地下環境へ与える影響を評価するために，観測井における地下温度プロファイルの測定
を2000～2009年まで複数回実施して，地下温度分布とその経年変化を把握した。
 観測された地下温度プロファイルには，浅部地下温度の上昇が広く認められた。このような温
度上昇の要因は，都市化に伴う地表面温度上昇の影響が考えられ，地下数十ｍから地表面にかけ
て地下温度が増温する逆転部が形成される。逆転部の温度勾配は，郊外よりも都心付近で大きい
傾向が認められ，相対的に地下温度の上昇が大きいことを示している。一方，武蔵野台地西部で
は，地下温度の上昇は小さいが，逆転部は都心付近よりも相対的に深くなっている。これは台地
西部が広域的な地下水流動における涵養域であることや，飲用水源としての地下水揚水による誘
発的な涵養が原因となって，地表面温度上昇の影響がより深部にまで到達した可能性がある。
 2000～2001年と2003～2005年に測定した地下温度プロファイルの比較から，逆転部の地下温
度の上昇傾向に深度による差異が認められた。多くの地点では，温度上昇は地表面付近ほど大き
く，深度が増すと小さくなる。しかし，都心付近では地下20～30ｍの温度変化が小さく，温度
上昇は深度30ｍ以深で認められる。このことは，都心付近における浅部地下温度の上昇が地表面
温度上昇の影響だけではなく，地下構造物からの排熱等，他の影響を複合的に受けていることを
示している。
 地下温度分布には，低温域と高温域の分布に地域性が認められた。深度50ｍの平面温度分布で
は，武蔵野台地東部から東京低地にかけての，いわゆる都心付近では，周囲よりも高温を示す。
一方，武蔵野台地西部の郊外では，相対的に低温を示しており，都心と郊外で地下温度の明瞭な
差異が認められる。2006年から実施している地下温度モニタリングでは，深度30～40ｍで広く
温度上昇の傾向が認められるが，都心周辺のほうか上昇率が大きい。このことは，地下温度の上
昇が現在進行しており，高温部が拡大している傾向を示している。地下温度環境は人間活動の影
響を反映し，深度や規模において異なる変化を遂げていることが明らかとなった。
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